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Naoki  Hosaka 
東日本大震災 

科学の知が社会でうまく作動しなかった 
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横たわる課題 

 科学の知に欠陥はないのか？ 
     科学のための科学、 regulatory science 

 社会への埋め込み方に問題はないのか？ 

     科学の知と政策決定、「科学的に判断」 

 社会へ埋め込みを市民は許すか？ 
     科学というシステムへの信頼 
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ギデンズの「専門家システム」 

Anthony Giddens 『近代とはいかなる時代か？』 

専門家システム 
社会 

アクセス・ポイント 

● 
専門的知識 

変える 

変わる 

 見知らぬ専門家集団との出会い 

 集団への信頼維持が可能な点 
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専門知への信頼の崩壊 

・ 専門知 

・ 専門知を生かしていたはずの仕組み 

 「日本はBSE汚染国ではない」（農水省） → BES牛発生 

 耐震偽装問題 

 巨大地震の見積もりの甘さ 

 「原発は安全」 → 過酷事故 

 福島県産米の安全宣言 → 基準値超えるセシウム検出 
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信頼回復の出発点 

専門家の知識 

社会 

 その学問領域に固有の研究方法 

 その領域で（のみ）認められた妥当性 

 将来は変わるかもしれない 

「科学の知は、ほんらい社会となじみが悪いのではないか」
と市民は思うようになった 

専門家の特徴 （吉川肇子『リスクとつきあう』） 

• 科学的・合理的な判断がベストだと考えがち 
• 自らの正しさについて確信を持ちすぎ 
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科学という特殊な営み 

研
究
（実
験
、
理
論
） 

論
文 

業界ルール 

•専門用語 

•実験の精度 

•説明不要の常識   etc. 

•引用、参考文献 

•分野に特有の研究手法   etc. 

壁の内側で生きる訓練 ＝ 大学院教育 
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科学（者）に対するイメージ 

 くそ真面目な専門家や狂気じみた科学者 

 敬意を敵意や恐怖心と一緒くたにしたもの 

 一般の人びとを煙に巻くために専門知識の主張をおこなう 

 内輪のものだけに通ずる専門用語を駆使 

（アンソニー・ギデンズ『近代とはいかなる時代か？』 p.114） 
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科学技術に対する関心 

0

10

20

30

40

50

60

70

81 87 90 95 98 04 07 10 調査年

割
合
（
％
）

関心ある

機会不十分

科学技術と社会に関する世論調査（内閣府） 
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科学者・技術者のイメージ 
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科学技術と社会に関する世論調査（内閣府） 
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科学・技術（者）のイメージ 

 科学や技術に関心はあるが、その情報を
 得る機会は不十分 

 科学者や技術者は、社会的地位が高いと
 思うが、あまり親しみを感じない 



Naoki  Hosaka 
「素朴なリアリズム」 

わたしは客観的にものを見ているという確信 

 かれらは十分な科学的知識をもっていない 

 産業界の息がかかっている 

 権力に取り込まれている 

 科学ではなくイデオロギー 

 何にでも反対を唱える人 

自分の判断を受け入れない人に対しては・・・ 

（中谷内一也『リスクのモノサシ』） 
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信頼の構図 

広義の信頼 
任せておいてよい 

能力への認知 
能力を備えている 

動機づけへの認知 
しっかりやる気がある 

狭義の信頼 
公正さ、誠実さ 

抑止力にもとづく信頼（安心） 
監視と制裁のシステム 

中谷内一也『リスクのモノサシ』より 
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